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高

令和２年度会長　米山 賢

― 米山会長のPTA経歴を教えて
ください。
　中学校からです。きっかけは小学
校の６年間、おやじの会で活動して
いたことによる〝顔ばれ〟です。会
長２年目の体育祭のPTA参加競技で
転倒・骨折し、救急搬送されてボル
ト固定手術を受けたので、〝筋金入り
会長〟とイジられました。高校も家
から近くの多摩高校だったことから、
ほどなく〝顔ばれ〟して本部役員と
なり、会長まで務めました。健全育
成活動のご縁で高Ｐ連から声がかか
り、昨年度は総務・健全育成委員長
として活動しました。
　子どもが娘一人なので、PTAは常
に「今しかできないこと」と考えて
参加してきました。それでも高Ｐ連
会長職は即断即決とはいきませんで
したが、多くの方に背中を押してい
ただきお受けしました。
― 最近の高校生を取り巻く状況に
ついてどうお考えですか。
　現在、高校生や保護者の周りには
発信元が定かでないものも含めてさ
まざまな情報があふれており、誤っ
た情報に振り回されたり悪意のある
情報に傷つけられたりするといった
リスクが身近に存在しています。そ
のため、まずは自身で情報の発信元
や内容を納得するまで確認すること
が肝要と考えますが、それが難しい
場合に備え、日頃から信頼できる情
報源や相談できる人を持っておくこ
とが大切です。
　高Ｐ連では、高校生を取り巻くタ
イムリーかつ有意義なテーマを、定

評のある講師や確かな情報源に基づ
いてお届けできるよう県大会等での
講演や健全育成に関する各種テーマ
を取り扱う講演会などを企画・運営
していますので、ご関心やご都合に
合わせて参加いただければ幸いです。
― コロナ禍における高Ｐ連活動、
各校PTA活動についてのお考えを
お聞かせください。
　基本的にチームで行動し、生徒や
保護者が集まるイベントや会議など
で活動する機会が多いPTAは、コロ
ナ禍で物理的にも精神的にも大きな
打撃を受けました。このように従前
のPTAの活動形態は難しい局面を迎
えましたが、生徒の健全育成支援や
保護者の生涯学習といった活動目的
はコロナ禍でもまったく変わること
はありません。このことをPTA関係
者で確認し共通の認識とすることが
できれば、形態は変わってもやりが
いをもって活動を前に進めることが
できるのではないでしょうか。
　高Ｐ連では、各校PTAにおける活
動の参考としていただくために、県
大会のオンライン配信や、ホームペー
ジを通じた活動情報のお知らせをし
ていますので、ぜひ有効にご活用く
ださい。
― 会長からみてPTAとは何ですか。
　〝究極の生涯学習機会〟であり〝究
極のコミュニティ〟であると考えて
います。子どもが通う学校を知るこ

高Ｐ連会長インタビュー
米山新会長に語ってもらいました

新HPのURL：https://kanagawa-koupren.jp/
詳細は3面に掲載　

こちらのQRコードを読み取ってアクセス ➡

とができ、自身も保護者として学べ
るという他では得られない生涯学習
の機会だと考えます。加えて、他者
を理解・尊重し他者とコミュニケー
ションをとれる力がますます重要に
なるといわれる中、考え方も価値観
も多様な保護者が生徒の健全育成と
いう共通の目的の下で学び、行動す
る、唯一無二のコミュニティだと思
います。
　高Ｐ連では、このような各校PTA
における生涯学習の機会とコミュニ
ティを、情報の共有や提供、さらな
る学習機会の確保などによってサ
ポートする活動を行っています。
― 会員の皆さまへ一言お願いします。
　日頃より高Ｐ連の活動にご理解と
ご協力をいただきありがとうござい
ます。先行き不透明なこの時代、お
子さんの学校生活や保護者として何
をすべきかなど、不安や心配は尽き
ないことと思います。
　高Ｐ連としては、会員の皆さまと
連携・協力することにより学び、行
動し、生徒の健全育成を支えながら
ともに成長していきたいと考えてい
ますので、引き続きご協力をお願い
いたします。

高P連ホームページのURLが変わりました
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　令和2年度定期総会は、当初令和
2年6月20日にパシフィコ横浜会議
センターにて開催される予定だった
が、新型コロナウイルス感染拡大の
影響により、書面総会で実施された。
　準備にあたっても、理事会、役員
会の開催が叶わず困難を極めたが、Ｓ
ＮＳ等を利用した連絡・報告・協議等
を重ね書面総会の実施にこぎつけた。
　令和元年度の活動報告、決算報告
では、令和元年台風19号による2地
区大会の開催中止や、3年目を迎え
た健全育成分科会の活動、平成30年
度より募集が始まった「生徒総合補
償制度」による収入増などが報告さ
れた。令和2年度の役員は退任の中
野会長から、前年度総務の米山会長
にバトンタッチされるなど、計3名
が退任、前年度地区理事等から3名
の新役員を選任した。
　令和2年度の事業計画は、スローガ
ン「学び、行動するＰＴＡ」として昨
年度に引き続き、健全育成、生涯学習
等に力を入れたものが提出されたが、
コロナ禍における活動の見直し等を今

後検討していくこととしている。第2
号議案の報告事項も含め、書面総会

での表決はすべての議案が承認され、
令和2年度の活動がスタートした。

令和2年度定期総会は書面総会で開催

主な役割）総務・会計および理事会・役員会の司会
 湘南台高校の会長として一昨年度湘鎌地区の理事となり、「ＰＴ
Ａは大人の部活動です」をスローガンに地区内全15校の本部役員
有志26人で湘鎌合唱部を結成し、深沢高校の合唱祭で一緒に「ハ
ナミズキ」を歌ったことが、最も楽しかった思い出です。

 石倉副会長　担当地区）湘鎌、横浜南

主な役割）健全育成委員会
 今年度より副会長を務めさせていただいておりますが、コロナの
影響で非常に動きづらい年となりました。そんな状況の中、リモー
トの活用等で新しい生活様式を模索しながら新たな発見もあったと
思います。この先の見えない状態を創意工夫する事により、難局を
皆で乗り切っていけたらと思います。今後ともよろしくお願いします。

 片岡副会長　担当地区）横浜北、川崎、横三

令和2年度 賛助会員：2団体
全力丸株式会社　東京海上日動火災保険株式会社

【構成員と表決票提出数】
各校ＰＴＡ会長� 144名�
各校校長� 135名�
役員・理事� 22名�
構成員合計� 301名
表決票提出数� 207名

【決議事項】
＊令和元年度事業報告・決算報告・監査事項
＊�個人情報保護に関する細則、賛助会員規定につ
いて報告
＊令和2年度　役員選任
＊令和2年度　�活動方針・スローガン・ミッション（案）�

事業計画・予算（案）

「学び、行動するPTA」団体表彰：9校
神奈川総合高校パートナーズ　ボランティアファミリー「ベンチな人達」
金井高校ＰＴＡ　　川崎高校ＰＴＡ　　藤沢工科高校ＰＴＡ　　鶴嶺高校ＰＴＡ
大船高校ＰＴＡ　　西湘高校ＰＴＡ　　足柄高校ＰＴＡ
弥栄高校（現�相模原弥栄高校）ＰＴＡ

項目 収入 支出 差額（繰越金）

令和元年度
決算

一般会計 28,006,055 22,721,232 5,284,823
研修事業会計 9,779,566 7,651,178 2,128,388

令和２年度
予算

一般会計 30,330,823 30,330,823 0
研修事業会計 9,328,388 9,328,388 0

令和2年度　定期総会（書面開催）　成立要件と主な承認事項

令和2年度神奈川県立高等学校ＰＴＡ連合会　役員・理事紹介
３列目左から：𠮷川理事（横浜南）、内田理事（横浜北）、田川監事、黄理事（湘鎌）、西田理事（川崎）、笹理事（県央）、馬場会計、
小林理事（横三）、橋本理事（横浜中）、葛山監事　2列目左から：安田会計、田中総務、角田理事（平秦）、琴野理事（相模原）　
１列目左から：山内理事（県西）、廣間総務、鈴木副会長、佐々木副会長、米山会長、石倉副会長、片岡副会長、栗原総務

主な役割）研修委員会
 今年度初めて高Ｐ連役員として活動させていただいています。県
大会ではＰＴＡ会員の皆さまが望んでいる情報を発信できるようにア
ンテナを張り、リサーチをかけ、皆さまの協力を得て無事開催する
ことができました。コロナ禍でどの学校もご苦労されていることと思
いますが、このような中でも活動できることを見つけ、留まることな
く、できる時にできる分だけ、次の代へ繋げていけたらと思います。

 鈴木副会長　担当地区）平秦、県西、相模原

主な役割）調査広報委員会
 横浜桜陽高校の会長を経て3年目の役員を務めさせていただい
ております。今年は各校会長の皆さまと交流ができず寂しい活動
が続いていますが、こんな時だからこそ高Ｐ連として会員の皆さ
まに少しでも有益な情報をお届けしたいと思っています。

 佐々木副会長　担当地区）横浜中、県央
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　新型コロナウイルス感染拡大によ
る緊急事態宣言の発出や学校の休校、
新しい生活様式は、対面でのコミュ
ニケーションを前提としているＰＴ
Ａにとって大きな影響を及ぼしてい
る。各校のＰＴＡは年度当初の委員
選出、総会の開催方法、年間行事の
見直し、また学校行事も保護者が
シャットアウトされ広報活動も満足
にできていない状況の学校があるな
ど、大変苦労を強いられている。
　県高Ｐ連も感染拡大防止の観点か
ら、理事会、役員会の中止に始まり、
昨年3月の健全育成分科会全体会の
中止、総会の書面開催などの対応を
行った。総会以降初の理事会となっ
た7月5日は広めの会議室を確保し、

　神奈川県立高等学校ＰＴＡ連合会
のホームページをリニューアルい
たしました。新しいHＰでは、会員
の皆さまに県高Ｐ連についてより
良く知っていただけるように、イ
ベント情報や各部会の活動報告へ
円滑に直感的にアクセスできるよ

う、サイト内検索機能を設けるな
ど、工夫を凝らしました。今後、こ
のホームページおよびツイッター
（@koupren）から会員の皆さまへ
様々な情報を発信していきます。
新しいホームページを是非ご覧く
ださい。

距離をとった開催としたが、8月以
降の理事会はZoomを使用したオン
ライン会議を併用して実施した。最
初は、慣れない情報機器の操作、会
場の通信環境や音響の問題でスムー
ズな会議運営ができなかったが、回
を重ねていくごとにスムーズに運営
できるようになっていった。
　オンライン会議を併用することで、

議決の採り方や、意見収集等で様々
な課題が発生したが、理事、役員の
協力でひとつずつ解決していっている。
　今後もオンラインを併用した会の
運営となっていくと思われるが、集
合開催の時と変わらず活発な活動を
展開できるように進化をしていきたい。
　コロナ禍の中、活動を行った3人
の役員から話を聞いた。

コロナ禍における高Ｐ連活動

高Ｐ連ホームページリニューアル

 12月5日の県大会では、たくさん
の方にご視聴いただきありがとうご
ざいました。「やるか」「やらないか」
の議論に始まった県大会でしたが、
相談役の先生方と理事校の皆さまが
オンラインで開催することに背中を
押してくださったおかげで、県大会
当日を迎えることできました。新し
い試みにチャレンジできたことに感
謝申し上げます。

 オンライン講演会を企画・運営し
てみて、伝えるというより「伝わる」
ことを意識して形にしていく難しさ
を痛感しました。オンライン上では
一体感の醸成は難しいのでは、とい
う不安をよそに、参加者の皆さまに
興味深く視聴していただくことがで
き、これからのPTA活動の道筋が
見えた等、たくさんの反響が得られ
たのが嬉しかったです。

 ホームページの更新はここ数年の
懸案でしたが、コロナ禍でその重要
性が改めて認識されリニューアルま
でこぎつけることができました。見
てもらうホームページだけでなく、
ＳＮＳを利用した情報発信などにも
力を入れていきたいと思いますので
どうかご期待ください。Follow 
us!!

 廣間総務（研修委員長）  田中総務（健全育成委員長）  栗原総務（調査広報委員長）

Zoom会議を併用した理事会の様子

役員会は高P連事務局での開催も 委員会も距離をとって実施

PＣ用トップページ

スマホ用トップページ

新型コロナウイルス感染拡大の影響により変更となった主な活動
・定期総会（６月20日開催予定）�⇒�書面開催に変更
・研修大会（７月11日開催予定）�⇒�開催中止
・関東高Ｐ連群馬大会（７月３日～４日開催予定）�⇒�開催中止
・全国高Ｐ連島根大会（８月20日～21日開催予定）��

⇒開催中止（令和３年度に延期予定）
・第58回県高Ｐ連大会（12月5日開催予定）　⇒�YouＴube配信にて開催
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　県大会は例年1,000名規模の参加
者があり、この状況下での開催が危
ぶまれたが、早くから配信による開
催に切り替えたことにより、予定通
り令和２年12月５日に会場規模を大

幅に縮小して開催し
た。
　初のＹｏｕＴｕｂｅ�
ライブ配信というこ
ともあり、当日は不
安もあったが学校で
の集合視聴も含め
500名程度の視聴が
あった。また、通常�
開催では各校のPTA
役員までとなる参加
者について、今回、配信としたこと
で教職員の方も含め一般会員の参加
があったことは、高Ｐ連の目指す方
向性のひとつとして成果となった。
　会は開会式、表彰式に続き安全振
興会の作文コンクール最優秀賞の朗
読、広報紙コンクールが行われた後、
数学者で国立情報学研究所社会共有
知研究センター長の新井紀子先生に
よる講演が行われた。

　近い将来、仕事の多くがＡＩに代
替されるかもと言われている今、人
はどんな能力を持たなければならな
いのか。それは、自学自習の基盤と
なる汎用的読解力（教科書・辞書・
新聞などの初学者向けの説明文を理
解する上での基盤となる力、また科
目の好き嫌いや既習知識の多寡に左
右されずに、書かれていることを「ま
ずはその通りに読む・処理する」力）
であると話された。
　新井氏が２０１１年からすすめてきた
「ロボットは東大に入れるか」とい
うＡＩのプロジェクトにより、東ロ
ボくんと名付けられたＡＩは、現在
偏差値６２。東大には入れなくても、
ＭＡＲＣＨには入れてしまうのだ。
意味や文法を理解しているわけでな
く、ポイントとなる単語を検索して

関連付けしているだけのＡＩに、な
ぜ意味が分かる学生が負けてしまう
のか。もしかしたら、入試の問題が
解けないのではなく、入試の問題文
や教科書をそもそも正確に読めてい
ないのではないか？
　そこで、問題の中にすでに答えが
含まれているのに解くのが難しいＲ
ＳＴ（リーディングスキルテスト）
を実施し、学生の基礎的読解力を判
定した結果、中高生の多くが文章を
正確に理解して読めていないことが
分かった。
　講演中にいくつか示されたＲＳＴ
の中から１例をあげてみた。
　以下の文を読みなさい。
　　�幕府は、１６３９年、ポルトガル
人を追放し、大名には沿岸の
警備を命じた。

　上記の文があらわす内容と以下の
文が表す内容は同じか。「同じであ
る」「異なる」のうちから答えなさい。
　１６３９年、ポルトガル人は追放され、
幕府は大名から沿岸の警備を命じら
れた。
　当然、答えは「異なる」であるが、
信じられないことに、中学生の正解
率は５７％という結果であった。

第58回神奈川県立高等学校PTA連合会大会

講演：「人工知能がもたらす人間と社会の未来」
講師：新井紀子氏（国立情報学研究所　社会共有知研究センター　センター長・教授

　　　　　　　一般社団法人教育のための科学研究所　所長・代表理事）

初めてライブ配信で実施

配信のため専用の機材を用意

講演は新井先生との中継で実施

県大会初YouTubeライブ配信

■満足　■概ね満足　■普通　
■やや不満　■不満　■無回答

県大会全体の感想

35％

26％

5％
0％ 2％

32％
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　では、これができないと何が問題
なのか？同義文判定ができないとい
うことは、自分で文章問題の答え合
わせができない、合っているかどう
かの判別ができないということにな
る。
　緊急事態宣言下の一斉休校で、自
宅学習を余儀なくされた期間、学生
の学習理解度の差が生じていたと感
じる。課題と回答が配布されている
場合、同義文判定ができない生徒が
とる行動は、答え合わせをするとき
に、自分の回答が一字一句模範解答
と同じでないと消しゴムで消し模範

解答にすり替えるか、もしくは、キー
ワードが合っていれば、とりあえず
丸をつけるという２パターンと話さ
れているのを聞いて、思い当たると
感じたのは私だけではないだろう。
　今後、３～５回転職を経験する未
来がやってくる。転職の度に新しい
技術を学んでいくことは、生涯学習
であり、それには中高生の時期に自
学自習を身につけておくことは重要
である。そのために、読解力をどう
やって上げればいいのか。
　全ての生徒に無償で配布されてい
る教科書を、中学を卒業するまでに

読めるようにすること。それが公教
育の最重要課題であると強く語られ
ていた。

　第44回広報紙コンクールは表彰式
が県大会と同日に行われ、応募総数
57校のうち、最優秀賞には平塚中等
教育学校PTAが発行した「翠星」
が選出された。令和２年３月に発行
された同号には、英語教育に力を入
れている同校らしく随所に英語が使
われている。写真の効果的な使い方
や読み手に合わせた記事の量など総
合的に高く評価された。

　同時に開催された第４回広報紙
「表紙」コンクールには54校が応募、
ホームページでの投票の結果、神奈
川総合高校パートナーズの「ざっく
ばらん」が優秀賞に選出された。
　会場での表彰式はコロナの影響で
優秀賞以上としたが、例年通り各賞
の発表は当日としたため、発表の瞬
間は大いに盛り上がった。

第44回広報紙コンクール最優秀賞は、平塚中等教育学校が受賞

表彰された皆さま

■満足　■概ね満足　■普通　
■やや不満　■不満　■無回答

講演会の感想

20％

21％

7％
3％ 1％

48％
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　健全育成分科会は過去３年間に渡
り各校から分科会員を募りテーマごと
に活動をしてきたが、これまでの経緯
を踏まえ、令和２年度は生涯学習とし
ての価値を高め、より有用な情報を、
より多くの会員に提供するため、活動
内容を、識者や専門家等による講演を
中心とした活動に集約することとした。
　また、開催地の分散化も検討した
が、コロナ影響により今年度はオンラ
イン講演会として企画することとした。

情報収集
日程調整 第1分科会：○○教育

➡

・○○教育
・△△教育
・□□教育
・××教育

………

情報収集、
日程調整、
等作業の
共通化・
効率化

情報収集
日程調整 第2分科会：△△教育
情報収集
日程調整 第3分科会：□□教育

〈各回の講演会開催イメージ〉
［第１回］テーマ：奨学金最新情報、
　　　　講　師：○○氏

健全育成の
テーマから
幅広く設定

［第２回］テーマ：今、高校生に必要な食育、
　　　　講　師：△△氏
　  ︙

［第n回］テーマ：高校生の登下校を守る防災、
　　　　講　師：□□氏

分科会集約①

分科会集約②

大盛況！第１回健全育成オンライン
講演会
講演：「新型コロナを通して誹謗中傷
や差別について考える」
講師：岩室紳也氏（感染症専門医ヘ
ルスプロモーション推進センター（オ
フィスいわむろ）代表）
　令和２年11月15日にZoomを利用し
たオンライン講演会として実施され、
82名と大変多くの会員が参加した。
　コロナでの誹謗中傷はどうして起き、

それがどうコロナと関わっているか、
正解依存症の怖さ、コロナの予防
啓発には何が必要なのか、ソーシャ
ル・キャピタル（絆（きずな+ほだし）
がある場所）の効用などをユーモア
のある視点を交えお話いただいた。
　また、コロナ対策について、ウ
イルスが入る感染経路を医師の視
点から詳細に分析し、日常生活で
の感染予防について、リスクの正

しい理解とエチケットの積み重ねであ
ると解説した。
　参加者からは、正しく怖がることの
大切さや、正しい感染対策、人と人と
の繋がりを再認識したなど数多くの意
見が寄せられた。初のオンライン講演
会で参加者のZoom操作等多少の課
題はあったが成功裏に終了した。

　第２回オンラインは、令和３年１月
24日に神奈川県くらし安全防災局くら
し安全部消費生活課から講師を招き、
成年年齢引き下げによる影響につい
て講演を行った。詳細はホームページ
をご覧いただきたい。

健全育成分科会がリニューアル

岩室紳也先生

５つのエチケット
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　「かながわ教育ビジョン」について
 　県教育委員会では、県の教育推
進の総合的な指針として「かながわ
教育ビジョン」を策定し、子どもた
ちが未来を拓き、創り、生きること
ができるよう、「心ふれあう　しな
やかな　人づくり」を進めています。
そうした人づくりの推進に向け、県
民一人ひとりが、かながわの教育に
ついて考え、行動するための機会と
して「かながわ教育月間」の設定や

「かながわ人づくりコラボ」の開催
等、様々な取組を行っています。今
後とも、PTAの皆様の一層のご理
解とご協力をお願いします。

　県立高校改革
　県教育委員会では、すべての県立
高校で、計画に基づく改革に取り組
んでいます。令和２年４月には、再
編・統合により４校の新しい学校が
スタートしたところです。また、令
和３年４月からは、神奈川総合高校
に舞台芸術科を新設します。さらに、
令和４年度には、横須賀工業高校の
建設科新設や、海洋科学高校の学科
を改編するなど、着実に取組を進め
ていきます。引き続き、PTAの皆
様の一層のご理解とご協力をお願い
します。

神奈川　県立高校改革 検索

　寄附のお願い　　　　　　　　　
　「まなびや基金」「奨学金基金」
① まなびや基金は、県立学校の物品

購入・改修工事、グラウンドの一
部や中庭の芝生化など、教育環境
の整備に活用しています。

② 奨学金基金は、学資を必要とする
高校生等への奨学金の貸付けに活
用しています。

　皆様のご協力をお願いします。
※ 詳しくは各ホームページをご覧ください。
【問合せ】
　県教育委員会財務課、教育施設課
　電話
　①（まなびや基金全般について）
　　（045）210-8105
　　（芝生化について）
　　（045）210-8123
　②（045）210-8251

　インクルーシブ教育実践推進校に
　ついて（インクルーシブ教育推進課）
　県教育委員会では、県立高校改革
の一環として、知的障がいのある生
徒が高校教育を受ける機会を拡大す
るため、茅ケ崎高校、厚木西高校、
足柄高校をインクルーシブ教育実践
推進校に指定し、取組を進めてきま
した。令和２年度から、県内すべて
の地域から通えるよう11校を指定
し、計14校で、すべての生徒が、相
互理解を深めながら成長し、共生社
会の担い手となれるように取組を進
めています。皆様の一層のご理解と
ご支援をお願いします。

　スマートフォン等の適切な使用について
　高校生のインターネット利用が急
速に拡大する中で、個人情報の流出
や他人への誹謗中傷に係る書き込
み、有害サイトへのアクセス等が原
因で、犯罪やトラブルに巻き込まれ
るケースが多発しています。トラブ
ル防止のためにフィルタリングの設
定や、スマートフォン等の使用に関
するルールやマナーについて、ご家
庭での話し合いをお願いします。

子どものケータイ  安全・安心な利用のために 検索

　一人で悩まないでご相談ください！
　いじめや不登校など様々な悩みは
県立総合教育センターの教育相談へ
「24時間子どもSOSダイヤル」
　電話　0120-0-78310
　　　　0466-81-8111
　24時間365日受付　
「不登校ほっとライン（電話相談）」
　電話　0466-81-0185
　月～金　8：30～21：00
　土・日・祝休日　8：30～17：15
　（12月29日～1月3日を除く）
「Eメールによる相談」
令和３年３月までのアドレス
　soudan@edu-ctr.pref.kanagawa.jp
令和３年4月からの新アドレス
　kng-k-mailsodan@pen-kanagawa.ed.jp
「来所による相談」（要予約）
　電話　0466-81-8521
　月～金8：30～17：15
　（祝休日、12月29日～1月3日を除く）

　生涯学習情報を提供しています！ 
　生涯学習情報システム「PLANET
かながわ」では、講座・イベント、
指導者・人材、団体・グループなど
約20,000件の中から学びの機会を広
げる情報を検索できます。また、県
立図書館の生涯学習情報コーナーで
も、人生を豊かにする「生涯学習」
を進めるための資料を多数取り揃え
ています。学習相談員による相談も
できますので、併せてご利用くださ
い。
【問合せ】
　県立図書館　広報・生涯学習推進課
　電話（045）263-5916

PLANET かながわ 検索

　「PTA活動のためのハンドブック」
　をご活用ください
　県教育委員会では、PTAに対する
理解をより深めていただくためのテ
キストとして、「PTA活動のための
ハンドブック」を作成しております。
　また、このハンドブックの基本
的な事項をまとめた概要版もあり、
新しくPTAに入る方や役員となっ
た方々を対象とした説明会や研修
会等で、ご活用いただきやすいも
のになっております。
　どちらも県ホームページからダ
ウンロードしていただけますので、
目的に合わせてご活用ください。

かながわ　PTA　ハンドブック 検索

教 育 委 員 会 の 掲 示 板
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単位：円

会費額

学校・課程

会費内訳
会費
合計純掛金 付加共

済掛金
一般
会費

高等学校（※）全 719 361 120 1,200

定 360 180 60 600

通 108 54 18 180

中等教育学校 719 361 120 1,200
（※）「高等学校」には特別支援学校高等部を含む
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上
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９
名
）

青
山
美
結
、
石
田
夏
果
、
小
林
結

衣
、志
賀
桜
月
子
（
以
上
、白
山
）、

川
村
琴（
平
塚
湘
風
）、岸
咲
羽（
横

須
賀
総
合
）、
吉
田
百
音
、
市
川

千
尋
、
樋
口
佳
凜
（
以
上
、
横
浜

隼
人
）

佳
作
（
９
名
）

石
川
龍
征
、
築
城
温
太
、
山
川
莉

央
（
以
上
、
白
山
）、
横
山
由
莉
、

齋
藤
智
恵
美
、
安
室
朋
華
、
森
田

藍
沙
、鶴
田
綾
子
、本
橋
未
来
（
以

上
、
横
浜
隼
人
）

一
般
財
団
法
人
神
奈
川
県
立
高
等
学
校
安
全
振
興
会

　

横
浜
市
中
区
山
下
町
１
番
地
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
３
２
６
号
室

　
電
話
０
４
５-

２
７
４-

８
１
８
９
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
５-

２
７
４-

８
１
９
０

　

U
R

L
 h

ttp
://w

w
w

.ka
n
a
g

a
w

a
-h

s
a
n
ze

n
.o

r.jp

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

応
募
数
３
６
６
点
（
17
校
）
で
、

入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

最
優
秀
賞
２
点
は
『
安
全
振
興

会
の
ご
案
内
』（
令
和
３
年
度
版
）

に
掲
載
し
ま
し
た
。
会
報
第
77
号

（
令
和
３
年
９
月
発
行
予
定
）
に

安
全
・
健
康   

生
徒
の
提
言

安
全
振
興
会
の
三
大
事
業

川上夏生さん（白山） 岩渕威秀さん（横浜隼人）


